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3.公 開 学術 講座
4,夏 期 学 術 講座
5.博物館 ・美術館等の保存担当学芸員研修
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.主 要 機 器 設 備
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同 年10月 東京市上野公園内に鉄筋 コンク リー ト造,半 地階2階 建,延 面積
1,192㎡の建物1棟 を起工した(本館)。
同3年9月 前記の建物が竣工 したので,美術研究所開設のため必要な備品 ・図書

















同10年1月28日鉄筋 コンクリー ト造,2階 建,延 面積129㎡の脅庫が竣工 した。
同 年4月 『日本美術年鑑』の編箒事務を開始した。




同 年11月29日美術研兜所長職務規稗,美 術研究所事務分掌規租が制定 された。






















同 年8月29日 文化財保護委員会事務局設置にともない,保 存科学研究室は国立博
物館保存修理課から文化財保護委員会事務局保存部建造物課に所属換xと なった。
同26年1月31日美術研究所組織規程が定められ第一研究部 ・第二研究部 ・資料部 ・
庶務室が置かれた。
同27年4月1日 文化財保護法の一部が改正,東 京文化財研究所組織規程が定め ら









同32年3月22日東京国立博物館構内に木造,外 部鉄網モルタル塗,平 屋建,8㎡ の
保存科学部の薬品庫が竣工した。









て,鉄 筋コンクリー ト造2階 建延面積663㎡の建物1棟 が竣1二した。










同 年5月8日 保存科学部は別館の地階～2階 に実験川機械顛の移転据付を完tし
た。
同 年6月2911保存科学部庁禽の1階 の模様衿r事 に着チし,同年10月15日」二事が
完rし た。



























































































(昭 和5.6.28～ 昭 和6.11.24)
(昭 和6.11.25～ 昭 和10.5.31)
(昭 和10.6.1～ 昭 和11.6.21)
(昭 和11.6。22～ 昭 和17.6.28)
(昭 和17.6.29～ 昭 和22.8.15)
(昭 和22.8.16～ 昭 和23。5.10)
(昭 和23.5.11～ 昭 和24.8.30)
(昭 和24.8.31～ 昭 和27.3.31)
(昭 和27.4.1～ 昭 和28.10.31)
(昭 和28.11.1～ 昭 和40.3.31)
(昭 和40.4.1～ 昭 和53.4.1)
(昭 和53.4.1～ 昭 和62.3.31)
(昭 和62.4.1～,F..成3.3.31)
(平 成3.4.1～ 現 在)
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所 属 職 名 氏 名
所 長 所 長 濱 田 隆 (美術史)
庶 務 課 課 長 最 所 親 志
課 長 補 佐 長谷川 憲 康
庶 務 係 係 長 江 原 勉
庶 務k任 人 堀 爵 満
廓 務 補 佐 員 中 村 節 子
" 伊 藤 百合子
〃 白 井 久美子
技 能 補 佐 員 堺 良 子
調 査 員(非) 松 原 美智子
会 計 係 係 長(併) 長谷川 憲 康
係 員 相 澤 かず子
〃 鈴 木 秀 樹
事 務 補 佐 員 志 村 浩 美
〃 宮 崎 章 子
技 能 補 佐 員 遠 田 由太郎
労 務 補 佐 員 菊 地 廣 吉
美 術 部 部 長 関 口 正 之 (日本仏教絵画史)
主 任 研 究 官 鈴 木 廣 之 (日本近世絵画史)
第 一 研 究 室 室 長 三 宅 久 雄 (日本彫刻史)
研 究 員 井 上 一 稔 (日本彫刻史)
調査研究員(非)佐 野 みどり (絵巻)
第 二 研 究 室 室 長 三 輪 英 夫 (日本近代絵画史)
研 究 員 佐 藤 道 信 (日本近代絵画史)
" 山 梨 絵美子 (日本近代絵画史)
芸 能 部 部 長 佐 藤 道 子 (寺院芸能)
主 任 研 究 官 鎌 倉 恵 子 (日本近世演劇)
演 劇 研 究 室 室 長 羽 田 閥 (日本中世演劇)
調査研究員(非)高 橋 美 都 (日本音楽史)
音楽舞踊研究室 室 長 蒲 生 郷 昭 (日本音楽史)
調査研究員(非)丸 茂 美r一 (舞踊学)
民俗芸能研究室 室 長 中 村 茂/一 (民俗芸能)
調査研究員(非)三 村 昌 義 (芸能史)
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機構 ・職員 ・予算
所 属 職 名 氏 名
保 存 科 学 部
化 学 研 究 室
物 理 研 究 室
生 物 研 究 室





















































































































































料研究室 室 長事務取扱 鶴 田 武 良
研 兜 員 井7誠 之輔 (東洋絵画史)
" 長 岡 胞 作 (日本彫刻史)
専 門 職 貝 橋 本 弘 次 (美術写真)
" 市 川 和 正 (")
" 野久保 昌 良 (")
化財保存 室 長 西 浦 忠 輝 (材質改良学)
研 究 員 朽 津 信 明 (地質学)
客 員 研 究 員 野 漂 憲 治 (地球化学)









技 能 補 佐 員
専 門 職 員
濱 田 隆
遠 田 由太郎










氏 名 退 職 時 官 職 名 在 職 期 間 名誉研究員
発令年月日
白 畑 よ し 5.6.3027.8.153.10.18
福 山 敏 男 美 術 部 長 23.5.11^-34.4.15"
高 田 修 〃 27.12.144.3.31"
登 石 健 三 保 存 科 学 部 長 27.10.150.4.1 "
岡 畏三郎 美 術 部 長 20.5.1551.4.1 "
中 村 傳三郎 美 術 部 第 二 研 究 喧 長 22.10.1-53.4.1"
関 野 克 所 長 40.4.1x-53.4.1〃
秋 山 光 和 美 術 部 第 一 研 究 窒 長 16.10.1～42.2.1 54.10.18
久 野 健 情 報 資 料 部 長 20.5.31^57.4.157.10.18
川 ヒ 浬 美 術 部 長 21.2.2857.4.1 "
関 千 代 美 術 部 第 二 研 究 室 長 18.12.1558.4.158.10.18
横 道 萬里雄 芸 能 部 長 28.3.1651.4.159.10.18
上 野 ア キ 情報資料部文献資料研究室長 17.11.359.4.1 〃
江 上 綴 情 報 資 料 部1こ任 研 究 官 38.5.1859.3.31"
田 村 悦 子 美 術 部}三 任 研 究 官 22.6.1660.3.31so.io.is
猪 川 和f 情報資料部文献資料研究室長 22.6.2760.3.31 "
伊 藤 延 男 所 長 53.4.1^-62.3.31sz.io.is
柳 沢 孝 美 術 部 長 27.4.162.3.31 "
江 本 義 理 保 存 科 学 部 長 27.4.1×62.3.31 "
宮 次 男 情 報 資 料 部 長 30.9.162.3.31 "
三 隅 治 雄 芸 能 部 長 27.10.163.3.3163.10.18
樋 口 清 治 修 復 技 術 部 長 37.11.163.3.31 〃
田 實 榮f 美 術 部 主 任 研 兜 官 23.3.31^-1.3.311. 0.18
見 城 敏' 保存科学部物理研究室長 34.4.1～1.3.31 "
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4.平成2年 度予算



















種 別 課 題 名 研究 代麦者 交 付 額
千円
総合研究(A) 美術史研究における基礎資料の共有化と
テータベースの活川 米 倉 適 夫 3,000
一般研究(A) II本に お け る絵 画 ・彫 刻 ・i二tt・la分野 の
モチ ーフ の 交流 に 関 す る調 査 研 究 関 口If:之 3,000
一般研究(B) 石質遺跡の新しい保存技術の開発に関す
る研究 西 浦 忠 輝 800
奨励研究(A) 瑞渓周鳳をめぐる絵画世界 島 尾 新 800
" 文化財修復材料としての合成高分 ∫の舖
価法と改良に関する研究一アクリル樹脂 川 野 邊 渉 1,000
を 例 と して 一
試験研究(B) プラズマ法による出土金属遺物の保存修 青 木 繁 夫 2,700
復研究
国際学術研究 中国砂漠地帯における文化財保存のため 輪 嘉 六 2,400
の白然環境に関する共同研究







研 究 課 題 受 入 額
円
史跡 ・称名寺境内庭園木橋の塗装劣化防止の研究 230,384
トル コ,カ マ ン ・カ レポ ユ ック遺 跡 出:ヒ金 属 製 品 の調 査 研 究 575,960
一宮神社七星剣の保存修復研究 392,700
風邪引き紙の保存研究 589,050




皿 調 査 研 究
中長期研究計画一覧
部 名 課 題 名 研究代表者 期 間






関 口 正 之











日本 汗楽各種 目の独rl性と相 々:影響の
研究
採り物の研究
佐 藤 道 子
"
羽 川 憩
蒲 生 郷 昭

















石 川 陸 郎























鶴 川 武 良
島 尾 新













る。美術部は ・r11より構成 され,第 一研究.・,は古美術を担当し,第 二研究室は近代 ・
現代美術を担当している。
研究調査は各時代にわた り絵画 ・彫刻 ・1二芸の各部門について,作 品と文献資料と
の両面から実証的に進められており,と もに基礎となる研究資料の作成と整理とに努
めている他,現 代美術の動向に関する調査と資料収集を も平行 して行 っている。 ま
た,作 品に関し,早 くから実施してきた科学的な鑑識法を積極的に活用 しているのも
当部の特色である。さらに情報資料部員とは研究や調査の面で緊密な協力が行われて
いる。昭和63年度から3年計画で始まった情報資料部と共同の特別研究 「日本におけ
































本年度は,直 接京 ・近江に所在する作品の調査は行わず,人 阪 ・奈良に所在 し本
テーマに関係のある次の二作品を闘査 した。一つは,人 阪 ・長円寺1・一面観音立像,











地方における大内文化を担 う作品に関する基礎資料収集を継続 した。また,将 来され
た寧波仏画と高麗仏画について調査を行い,基礎資料を収集 した。
絵画マーケッ トについては,贈 与論的立場から15世紀の日記資料等に現われる美術



























調 査 研 究
3)箱根早雲寺 ・正眼寺
4)静岡県立美術館
調査 ・研究の成果は,美 術史学会東支部例会(七 月 於多摩美術大学)に おいて,
次のとおり報告 した。
1)調査作品百数十点の基礎データをデータベース化し,プ リントアウトに作品写真
のコピーを付 して参加者に配布 した。収録したのは,神 奈川県立博物館 ・茨城県立歴





<(情)島尾,(情)井手,(共同研究員)河A正 朝,横 田忠 司,相沢正彦,









集 ・整理した。<モ 輪,佐 藤,山 梨>
3.特別研究 「日本近代蔓術の姥逮に関する明治後半期碁碗資料集成」
(4か年計画の3年 次)













を作成 した。 ぐ1輪,佐 藤,山 梨>
4.科学研究費補助金による研究 「日本における絵画 ・彫刻 ・工芸各分野のモチー
フの交流に関する調査研究」(一 般研究(A)研 究代表者 関日IE之,3力年
計画の第3年 次)












ら展開していったかを考察 した。(今年度調査作品 大阪 ・四天王寺,京 都国立博物
館,京 都 ・常照皇寺,和 歌山 ・光台院,栃木 ・地蔵院,愛 媛 ・宗光寺の各阿弥陀三尊
像)









集 したほか,日 本においては珍しい画題の作品(三 教合面図 紙本墨画淡彩 個人
蔵)を 調査 した。
③ 近世近代班のうち,近 世については,宗達作品のうえ源氏物請を主題とする作
例のモチーフの典拠を源氏物籍の1}1注釈書と比較 し,そ の源泉を明らかに した。ま
た,窒 町時代後期から近世初頭にかけての瀟湘八景図をとりあげ,モ チーフの選択と
画面1一での配置を八景1糊 の詩歌 ・連歌と比較し,両者の間の対応関係を検討 し,そ
の結果を科学研究費轍告書に発表 した。近代については,瓜 Ⅲ清輝作品の主題 とモ
チーフに関 し西洋文学 との関連,「柵 吾り」を中心 とした詳像モチーフの源泉等を明







芸能部は,日 本の伝統芸能に資するために必要な基礎研究を行 うことを目的 とし,
演劇研究室 ・音楽卿踊研究窄 ・民俗芸能研究室の三犠によって構成されている。芸能
部の研兜目標としては,1L・」i;能の理念 ・構造 ・技法およびその継承保存に関する研究
などがあり,その研究に必要な資料の収集 ・整備,お よび記録の作成のための撮影 ・

































調 査 研 究
本年度はその第3年 次であるが,昨年度に引き続いて"延 年nの 実態把握を主眼と
しながら,下記の調査 ・研究を行った。
A.伝存事例の中で古態を伝えていると思われるものの実地調査;白 山神社 「小迫


















































文化財の材質 ・構造 ・劣化に関する科学的研究ならびに文化財を取 り巻 く環境の研
究を行っている。研究成果は修復技術部と共同編集の機関誌 「保存科学」に より公表
され,文 化財の指定 ・保存対策 ・修復処置の基礎資料として役立てられている。研究
組織は化学研究室,物 理研究室,生 物研究室の3室からな り,ar成元年度より東京大
学理学部 野津憲治助教授 が客員研究員(併 任)と して研究に加わっている。
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調 査 研 究
化学研究室
化学研究室では文化財の材質及び保存に関する問題点を化学的手法を用いて調査 ・












































































各地教育委員会,発掘事務所,埋 蔵文化財センターなどか ら,各 種の青銅製
品,占 墳出1の 銅製品,伝 世の仏像などに関して鉛同位体比測定の依頼があり,
材料産地の推定を行った。(平 尾)
b.熊本江川船山占墳出1二品の調査
銅鏡,銀 製品などを螢光X線 分析 し,化学組成に関する情轍を得た。(平 尾)
c.法隆寺四 十八体仏の材質調査






































調 査 研 究










前年度に引続 き,油彩画に発生 した結晶について非破壊式蛍光X線 分析,X線
回折法によりその紐成の同定を行 った。本年度は7点 について測定した結果,結
晶の主な成分として硫酸`ll乏鉛が検出された。これは ドー地顔料,絵 具に要因がある





をイオンクロマ トグラフィーにより測定 した。(門 倉)
b.出 上育銅遺物中のスズの原t・価状態の研究
メスバウアー分光法およびX線 回折を用いて,出 上青銅遺物中のスズの原子価
































近年話題になっている酸性雨つ ららに着 目し,異 なる地点で採取 した コンク





























が滅菌され,顕 著な防除効果を示 した。(新 井)
7,調査 ・指導
(1)展示 ・収蔵環境

























































調 査 研 究
g.三 ヶ日町郷土資料館の展示ケースで採集 した昆虫は,タ バコシバ ンムシで
あった。
h.国立国会図書館で購入した書籍の羊皮の表紙にカビ繁殖の痕跡があり,これ









第 絡 復技術研究室は,書 籍,考 占資料,絵 画などを 　:として織維 または,皮 革を
1る材料 とする文化財の修復に関する科学的,技 術的研兜とその成果の公表を行ってい
る。









































































































調 査 研 究
c.建造物彩色の調査

















































でも墨線のにじみ具合い,表面の平滑性,比 重に於ける違 いが大 きい。本研究で
は,それ らの物性と共に,構成繊維の分析を行い,時代による製造法及び仕}:げ法









調 査 研 究
る。鉄タンニソがなぜ繊維や紙を傷めるのかを科学的に立証 し,そ うした文化財の
修復法を確立しようと外部研究者の協力を得て研究を始めている。
黒染めの布は,他 の色に染められた箇所に比 して,劣化速度が著 しく早いことに





























紙の保持する水分の内,徽 の生育に利用される水分の尺度 として,紙 の水分活性
を測定 した。また,紙の水分の等温吸着線の作成によって紙の種類による水分吸着
















































































































掲載し,一定期間ごとに総合 ・増補し 「日本 ・東洋古美術文献 目録」 として刊行 して
いる。現在,昭 和41年～60年分について編纂作業をすすめている。
写真資料研 究室










(Dデ ータ生産 ・蓄積 ・利用の実態調査
先年度に引続 き,科学研究費総合研究(A)「美術史研究における基礎資料の共肩化









文献資料,写 真資料,テ キス トを主要データフィール ドとし,それぞれの特性と相















研究分担者 鈴木廣之,島 尾 新,井 手誠之輔,長 岡龍作,須 藤弘敏(弘 前大学),
高見沢明雄(東 京国立博物館),伊與田光宏(千 葉工業大学),有川治男(国 立西洋
美術館),木村 三郎(日 本大学),丸山伸彦(国 立麗史民俗博物館),鯨 井秀伸
(MOA美術館),4!111聞多(国 際日本文化研究センター),奥平俊六(大 阪府立大
学),林 進(大 和文鱗餌),藤田伸也(大和文華館),中部義降(大 和文華館),梶
谷亮治(奈 良国立博物館),下坂 守(京 都国立博物館)
【研究のlf的】
近年,人 文科学の分野においても様々な学術的データベースの構築例が飛躍的に増
大 し,一)i,パー ソナル ・コンピュータの普及にともない研究滑個人によるデータ生
産もII常化しつつある。 しかしながら,これらデータベースの利川環境が充分に整備
されているとは詫い難く,また,様 々な目的 ・穏類のデータ生産に有効利用できる基
礎資料のデータベース化も巡展 していない。こうした状況のなかで,デ ータ生産 ・利
用に関する其体的なシステムを総n的 に検討することは楠めて眠要な意義を持つ。
当研究グループは,これ までに美術史研究を支援するデータ領域の諸特性を生かし











































調 査 研 究
1)画像処理の基本機能を複合する必要のある諸ルーチーンに関して,そ の手順 ・
条件及び問題点を検討 したが,本 年度はとくに,空 間フィルタリング処理についての
実験を行った。空間フィルタリング処理とは,画像における濃淡変化の激 しい領域
(高周波領域)と 緩やかな領域(低 周波領域)と の性質を加減する処理であるが,こ
の処理を通 して,エ ッジの検出や画像の鮮明化を行った。あわせてフィル タリング ・










































美術史学会東支部例会(90年7月 於多摩美術大学)に おいて,調査 ・研究の成果
を報告 した。
1)調査作品百数十点の基礎データをデータベース化し,プ リントアウ トに写真の
コピーを付 して,参 加者に配布し,井手がその概要を報告した。収録 したのは,神奈
川県立博物館 ・茨城県立歴史館 ・栃木県立博物館 ・板橋区立美術館 ・正宗寺 ・岡山県
立美術館の所蔵品である。









調 査 研 究
7.中国絵画研究(鶴 田)
富岡鉄斎筆録の読解を継続し,中国絵画関係史料の調査を行った。上海図書館,北
京 ・中央美術学院,台 北 ・鴻禧美術館等において民国期絵画資料の調査をおこなった。
8.古代仏教彫刻研究(長 岡)
奈良時代後期 ・平安時代初期の仏教彫刻について,1)中国 ・朝鮮美術との比較,2)





されて来ており,その保存 ・修復について も固看の伝統的r法 を維持 して来た。アジ





























a.ア ジア文化財保存セ ミナーで来日したアジア諸国代表に,各 国における文化財








a.大分県,重 文 ・元町石仏の表面に大量に析出している白色物質が,テ ナルダイ
ト(NatSO,)であることをX線 回折分析により確認 した。(朽津)
b.ブ リヂス トン美術館所蔵の大理石像である 「勝利の女神像」の劣化状態を岩石
学的に分析した結果,薬剤 クリーニングによる影響が考察された。(朽津)
c.旧石器から弥生に至る各時代のサヌカイ ト製石器について,それぞれの風化皮






















理,検 討および施Il後の状態観察をおこなっている。<科 研:一 般研究B>(西 浦)
b.福島県小高町,史 跡 ・薬師堂石仏の劣化状態を定期的に調在しており,大屋根























調 印 者:日 本側 東京国立文化財研究所長 濱田 隆
立会者 文化庁文化財保護部長 田村 誠 他
中国側 敦煙研究院長 段 文 傑
立会者 敦煙研究院保護研究所長 孫 儒 個
甘粛省文化庁文物処長 鐘 聖 祖 他
要 旨:
本共同研究は,莫 高窟壁画,彩塑像の保存,修 復技術を確立し,将来にわたって理
想的な保存,修 復を行うことができるようにすることを最終 目標として,当 面5ケ年
をもって研究達成の期間とし,必要な調査,測定,分析,実験などを第194窟と第53窟
をフィール ドとして日中共同で行 うものである。
研究組織としては,研 究を統括する技術委員会(日 中それぞれ3名 ずつ計6名 から
なる)をつ くり,その下に日中双方の研究者で構成する3つ の研究班,即 ち環境研究
班,病 害研究班および修復材料研究班を設置する。
研究期間は平成3年4月 から5年間で,こ れを3段階に分けて進める。第一段階で
は,壁 画,彩 塑像の劣化状態,過程,因 子を正確に把握するために,環 境条件(温
度,湿 度,日 照等)の測定と解析,岩 石,壁 画や彩塑像の顔料等の材質分析などの基
一51一
調 査 研 究
礎的調査研究を行 う。第二段階では,第 一段階で得られた結果を基に,病 害の原因究
明を行 う。また,よ り有効,適 切な保存,修復材料および工法についてシュ ミレー
ション実験等を行って科学的,技 術的に検討,考察する。第三段階では第二段階で得
られた結果を基に して,実 際の壁画,彩 塑像についての保存 ・修復処置法を確定 し,
報告書の作成を行 う。
本研究は,日本,中 国の両方で行う。そのため,日本側研究者は年に2回(原 則と
して春と秋)訪 中 し,中国側研究轟は年に一度来日してそれぞれ共同研究を行 う。ま
た,中 国側の人材育成を目的に,敦 煙研究院の若手研究者,技 術者を年に2人 ずつ 日














馬淵久夫保存科学部長以 ド5人の研究員に,高 橘誠記文化庁伝統課課長補佐,神 庭
信幸国立歴史民俗博物煎助教授,江原勉庶務係長を加えた計8名 の訪中団が敦煙を訪































側からは2名 が来日して共同研究を行った(平 成2年7月 および3年1月)。 日本側







①:著 書 ・編書 ②:論 文 ③:解 説 ④:研 究発表
⑤:講 演 ・放送 ⑥:そ の他 平成2.4～平成3.3
美術部
関 口 正 之(美術部長)
























主 要 研 究 業 績
1990.4-6
④ 円 山応 震 筆酪 駝 図 を め ぐっ て
HighAttickLecture,Dept.ofAsianArt,MetropolitanMuseumofArt1990.9
④ 米 国 の 日本 美術 史 研 究 に つ い て 美術 部 ・情 報 資 料 部研 究 会3.1
三 宅 久 雄(第 一 研 究室 長)
② 来 迎 三尊 形 式 の 展 開
『日本 に おけ る 絵 画 ・彫 刻 ・1二芸 各分 野 の モチ ー フの 交 流 に 関 す る 調 査研 究 』
東 京 国111.文化 財研 究 所3.3
④ 宋 代 彫 刻 と鎌 倉 彫 刻 所 内 総 合研 究 会2.6
④ 文 化 財 研 究 に お け る情 報 処 理(彫 刻)
重 要文 化 資 料 研 究 協 議 会 東 京 国 立 博物 館2.7,18
⑤奈良仏像巡礼一左保路 ・西の京一 朝 日カルチャーセンター2.5
⑤阿弥陀来迎の彫像 京都国立博物館土曜講座3.2




③ 『日本の仏像大百科4・ 天』解説 ぎょうせい3.3
③r日 本美術全集4東 大寺 と平城京』解説 講談社2.6
④奈良時代石山寺観音像考 美術部 ・情報資料部研究会3.2
⑤興福寺 ・大安寺 ・元興寺 朝 日カルチャーセンター2.6
⑤近江の十一面観音 朝 日カルチャーセンター2.11
三 輪 英 夫(第 二研究室長)
②黒田清輝と構想図一 「昔語 り」を中心に一 「美術研究」3503.3
③黒田清輝筆 「少女一雪子十一歳」 「美術研究」3482.8





調 査 研 究
⑤水彩画の先駆 ・三宅克己 徳島県立近代美術館3.1,27
⑤ 日本近代画家の青春像 西宮市大谷記念美術館3.2,9












③ 『東洋絵画叢誌』解脱 近代災術雑誌叢書3ゆ まに書房3.2
























佐 藤 道 子(芸 能部長)





※①東大寺修二会の構成と所作 下 「芸能の科学」12昭 和55.7
※印は補遺
羽 田 胆(演 劇研究室長)
①能の難子事(横道萬里雄ほか4名 との共著)東洋音楽選書 四,音 楽之友社2.5
② 「武悪」のテキス トと演出 「橋の会」パンフレット2.6
② 「鷹の井戸」追跡 「芸能」33巻2号3.2
③基礎講座(国立能楽堂研修生用テキス ト)国 立能楽堂調査養成課3.3







鎌 倉 恵 子(主 任研究官)
①歌舞伎評判記集成第二期(翻 刻 共同)第 九巻
④絵入浄瑠璃本の挿絵について
古 今 小 劇場2.4～2.12
1TIワー ク シ ョッフ゜ 2.8
石 川 県 立能 楽 堂2.9
愛 知 県 扶 桑 町 中 央 公民 館3.1
蝸 牛 の 会 小公 演2.4




























⑥青木融光 ・中山玄雄 ・6且ガⅢ恒1『 朝日人物事典』朝日新聞社2,11
⑥第41回大会 レボート(公開講演会43か)「(社)東洋音楽学会会轍」第21号3,1
⑥200年前の日本rモ ーツアァル ト・バイセンテニアル』学校法人洗足学園3,1
丸 茂 莫恵子(肖 楽卿踊研究室)




③ 「七福神」ほか9曲(共 同軌筆)関 西舞踊華扇会プログラム2.5
③ 「梅川」ほか64曲 舞踊華扇会プログラム2.8
③ 「山帰り」ほか4曲 「至芸 伝統のきわみ」プログラム2.11
③伝承作品とその想い出(共 同執筆)(吾 妻)穂 穂の会プログラム3.3
⑤ 「八段 目」下の巻について 芸能部公開学術講座2.12































月 刊 「文 化 財」3.1
芸 能 部 公 開 学 術講 座2.12
高 山 女性 セ ミナ ー3.1
高 山 女 性 セ ミナ ー3.1
「挿 花」2.4～2.12
保存科学部
























































































③ 東 京 国立 文化 財 研 究 所 保 存 科 学 部 の活 動
マ テ リアル ライ フ ,VoL2,No.2
④ 劣 化処 理 した 絵 絹 の 分 光 学 的 研 究(佐 野,川 野 邊,馬 淵 と共 同)
日本 文化 財 科学 会 第7回 大 会
④ 保 存施 設 改修 前 後 の 中 尊 寺 金 色 堂 の温 湿 度 環 境
第12回古 文 化 財科 学 研 究 会 大 会
④ 絵 絹 の劣 化 の定 量 的 評 価(佐 野,川 野 邊,馬 淵 と共 同)
第12回占文 化財 科 学 研 究 会 大 会
④ 高 度 な知 的支 援 に む け て(自 然 科学 の 立場 か ら)









調 査 研 究
佐 野 千 絵(物 理 研 究 室)
④ 劣 化処 理 した 絵 絹 の分 光 学 的 研 究(三 浦,川 野 邊,馬 淵 と 共 同)
日本 文化 財科 学 会 第7回 大 会
④ 絵 絹 の 劣化 の定 量 的 評 価(三 浦,川 野邊,馬 淵 と共 同)
第12回古文 化財 科学 研 究 会 大 会
④ の ぞ い て み よ う ミク ロの世 界 一 東 大 寺 南 大 門 仁 王像 咋 形解 体 修 理 に関 して 一
所 内総 合 研 究 会
XOStructuresofChlortrimethylstannaneSn/CH,/,CI
DispersedinVariousMatrices(富永,佐 藤 と共 薪)
J.Radioanal.Nucl.Chem.,Letters,137,pp.87-96(1989)
※ 印 は補 遺
新 井 英 夫(生 物 研 究 室 長)
① 加 害 生 物 の防 除 対策 「博 物 館 ハ ン ドブ ッ ク」 雄 山 閣
① 微 生物 に お け る被害 と対 策 「文 化 財 ・保 存 科学 の原 理 」 丹 青 社
OTheEnvironmentalAnalysisofArchaeologicalSites,Trendsin
AnalyticalChemistry(Elsevier)
② 日光 社 寺建造 物 の 生物 学 的 醐 査,保 存 科学 に お け る 生物 学 的 緒 問 題
(平成 元 年度 文 化 財保 存 修復 研 究 協 議 会 記 録)
③ 博 物 館 実 務 ビデ オ講 座,文 化 財 の 劣 化 と傑 存 科学 丹 青 社
③ 石 造物 の 生物 に よる 被害,k:智 大 学 ア ン コー ル 調査 団 研 惨 川 テキ ス ト
④ 虎 塚 古 墳 に お け る埋 蔵 環 境 の微 生 物学 的 研 究,狡 飾f+1墳の 保 存 と公 開
日本 文化 財科 学 会 第7回 大 会


























⑤ 絵 画 に発 生 す る結 晶 につ い てNHKラ ジオ 第一 放 送[今 朝 の話 題 コ2.5,25
⑤ 絵 画 に発 生 す る結 晶 毎 日新 聞2.5
⑤ 絵 画 に起 き る病 気,そ の メ カ ニ ズ ム と対 策
FM東 京rFMさ わ や か ステ ー シ ョン ・今 朝 の話 題 」2.6,13
Q5Cancer'StrikesPaintingsMAINICHINEWSTODAY2.5,23
⑤ 酸 性 霧 が文 化 財 破 壊!文 化 財 研 究 所 が調 査 読 売 新 聞2.10,11
※ ② 新 設 脱 塩 装 置 に つ い て(青 木,平 尾,犬 竹 と共 著)
「保 存 科学 」No.29pp,69-962.3
※ 印 は補 遺
石 川 陸 郎(主 任研 究 官)
② 国 宝 中尊 寺 金 色 堂 の 照 明 に つ い て
一63一






山 野 勝 次(生 物研究室)
①暗黒の住者一シロアリ研究の手引き一(訳 書)キ ャッツ環境科学研究所













⑤シロアリの生態に関する実務的知識G城2年 度 しろあ り防除施1二上資格



























三 輪 嘉 六(修 復技術部長)
①r日 本馬具大鑑』三(中 世編)(編著)吉 川弘文館2.11
Q(SueWaresPTheRiseofaGreatTradition
JapanSociety,NewYork.2.12





中 里 壽 克(第 一修復技術研究室長)
①r中 尊寺金色堂と平安時代漆芸技法の研究』 至文堂2.10
① 『国宝中尊寺金色堂附旧組高欄附古材保存修理工事報告書』(共著)3.3
③ 「佛功徳蒔絵経箱」 解説 『国華』1133号2.4












































































③作家略歴 ・解説(81名)「 扇絵展図録」 和泉市久保惣記念美術館2.10
③作家略歴 ・解説(26名)「 中国を画 く展図録」 鉄斎美術館2.10

















② 「キーワー ド辞書」を用いた美術史関係文献検索システム(共 著)
一67一
調 査 研 究
国立歴史民俗博物館研究報告第30集3.3







④美術史研究用ルーツとしてのキーワー ド辞書(共 同発衷)情 報処理学会2.7,10
④ 日本絵画史研兜におけるコソピュータ利用
意要文化資料研兜協議会 東京国立博物館2.7,18




井 手 誠之輔(写 真資料研究III)
②美術史研究における画像処理技術利川の現段階(共 蒋)
国立歴史民俗博物館研究轍告第30集3.3





一ヴィジュアル ・イメージの知的再生産一 所内総合研究会2 .4,24
④室町水墨画研究会調査概況報告 美術史学会東支部例会2.7,7
⑥書評_『 高口時代阿弥陀画像の研究』鄭干滞著rヂ アルテ』7号3.3









② 「キーワー ド辞衡」を用いた美術史関係文献検索 システム(共著)
国立歴史民俗博物館研究報告第30集3.3




④美術史研究用 ツールとしてのキーワー ド辞書(共 同発表)情 報処理学会2.7,10
⑥キーワー ド辞書と検索システムのパイロットモデルについて
アー トドキュメンテーション通信第6号2.7
ア ジ ア 文 化 財 保 存 研 究 室
西 浦 忠 輝(ア ジ ア文 化 財 保 存 研 究 室 長)
① 文 化 財 の 保存 を 目的 と した 歴 史 的 住宅 建 築 の構 造 力 学 的 研 究 一 接 合 部 の強 度 に
つ い て一(伊 藤,杉 山,安 藤 と共 著)住 宅 総 合研 究 財 団3.2
① 石 材 の 凍 結劣 化 とそ の 防 止 法 科 学 研 究 費 研 究 成果 報 告書3.3
② 古 建 築 の 外装 塗装 の物 性 に関 す る研 究(1)一 丹 色 塗 装 の人 工 劣化 促 進 試y.





















⑥ ソ ウ ル,慶 州 石 造 文 化 財 の 保 存 調 査 報4書 韓 国 文 化 財 研 究 所 提 出
⑥ 敦 煙 文 化 財 の 保 存 修 復 に 関 す る 調 査 研 究 一 備 忘 録 一(濱 田,二 浦 と 共 同)














































































(3)芸 能 の 科 学
古典芸能についての研究論文,調 査報告,資 料翻刻等を掲載している。平成2年 度
は所属研究員による論考集の編集を行った。
芸能の科学19芸 能論考刈(平成3年 発行r・定)




保存科学 第30号(平成3年8月 発行 丁'定)






1こ 催 東京国立文化財研究所 ・青森県教育委i員会 ・八戸市教育委員会
開催 日数31日
人場者数5,212人































年夏期4日 間にわたる学術講座を,都 内各大学の大学院生を対象に実施 している。会
場を東京国立文化財研究所会議室とし,芸能部員がそれぞれの専門分野における研究
成果を体系的に論ずるかたちをとる。














狼楽 一1一 女算(1且二節舞 ・白拍子 ・曲舞)
7月4日(水)
猿楽 一2一 扇舞 ・能3f:ri
神楽一巫女卿 ・修験系神楽一
田楽一田楽離 ・川遊 ・川植神事 ・田植踊一
7月5日(木)















開講式 ・オ リエンテーション ・所内見学
保存科学概論 保存科学部長 馬 淵 久 夫
保存修復概論 修復技術部長 三 輪 嘉 六
7月24日(火)
紙製文化財の修復 第2修 復技術研究室長 増 田 勝 彦
実習一燃蒸一 生物研究室長 新 井 英 夫
文化財の生物劣化一虫徽害と対策一 新 井 英 夫
7月25日(水)
実習 増 田 勝 彦
展示環境 皿 保存科学部主任研究官 石 川 陸 郎
7月26日(木)
彩色材料 東京芸術大学教授 杉 下 龍一郎
温湿度の計測 物理研究室長 三 浦 定 俊
実習一温湿度機器の補正一 三 浦 定 俊
7月27日(金)
展示環境1一環境と劣化一 保存科学部主任研究官 .門 倉 武 夫
見学 門 倉 武 夫
実習一生物一 新 井 英 夫
7月30日(月)
文化財の照明 石 川 陸 郎
実習一光源の取 り扱い一 石 川 陸 郎
土製文化財の修復 第3修復技術研究室長 青 木 繁 夫
7月31日(火)
文化財の分析化学 物理研究室 佐 野 千 絵
工芸品の修復 第1修 復技術研究室長 中 里 壽 克

























石 川 陸 郎
名誉研究員 樋 口 清 治
樋 口 清 治
6.国際研究集会
昭和52年より侮年L:決 め文化財の保存及び修復に関する国際 シンポジウムを開
催 しているが,今 年は 「文化財と環境」をテーマとし,保存科学部の担当で開催 した。
海外から6名,国 内から9名の研究轍{9渚を迎え,外的要因に影響 されやすく脆弱な
文化財を取 り巻 くさまざまな環境の脇伽について,参加者120余名で活発な討議が行










国 立 教 育 会 館 社 会 教 青 研 惨 所
(題名お よび 莞 表 者)
10月11日(木)
【セ ヅシ ョンi】 基 調 講 演
1.EnvironmentalProblemsSpecialTopicsinJapan
(日本 国 内 に おけ る環 境 問 題)㈱ 文 化 財 虫 害 研 究 所 登 石 健 三
一?6一一
L一
国際 研 究 集 会
【セ ッ シ ョ ンH】 以下 研 究 発 表
2SurveysforIndoorAirPollutionintoHistoricBuildingstheItalian
Experience
(歴史 的建 造 物 に おけ る室 内環 境 汚 染 の 調 査 一イ タ リア の 場合 一)
mマ 中 央修 復 セ ンタ ーM.マ ラベ リ
3.PreservationofOutdoorSculptures
(屋外彫 刻 の保 存 管 理 に つ い て)箱 根彫 刻 の森 美術 館 市川 茂
4.ClearingtheAir:TheRoleofEnvironmentalChemistryintheDecayof
CulturalObjects
(空気 浄 化 … 文化 財 劣化 に おけ る環 境 化 学 の 役 割)
国 立 公 園管 理事 務 所S.シ ャー ウ ッ ド
5.AcidicMistintheSurroundingsofCulturalPropertyandItsEffecton
Metals
(文化 財 環 境 中 の酸 性 ミス トとそ の金 属 へ の 影 響)
東 京 国 立 文化 財 研 究 所 門倉 武 夫
10月12日(金)
【セ ッシ ョン 皿】
6.EffectofIndoorContaminantsonCulturalPropertiesandCountermeasure
(室内汚 染 因 子 … そ の 文 化財 へ の影 響)
東 京 国 立 文化 財 研 究 所 見 城 敏 子
7.SomePracticalConsiderationsandSolutionsforPreservationintheMuseum
Environment
(博物 館 内保 存 に お け る い くつ か の問 題 点 とそ の解 決法 の実 例)
ウオ ル タ ー美 術 館 丁.ワ イ サ ー
8ConservationFacilityandEnvironmentoftheNationalMuseumof
ContemporaryArt,Korea
(新築 美 術 館 の 環 境 … 現 代美 術 館 の場 合)
国 立現 代 美術 館 姜 貞植





(空輸 中 に お け る美術 品 の 温 湿度 変 化)国 立 西 洋 美 術 館 長 谷 川 三 郎
10.RH-andTemperature-VariationsinaTransitPackage
(梱包 ケ ー ス内 の 温湿 度変 化)国 立 歴史 民 俗 博 物 館 神 庭 信 幸
11.ShowcaseofCulturalPropertyfortheExhibition
(文化 財 のた め の 展示 ケー ス の あ り方)文 化 庁 半 沢 重 信
12.PreventativeConservationinNationalTrustHouses
(ナシ ョナル トラス ト所 有 の 歴 史 的 建 築物 の保 存)
ナ シ8ナ ル トラス トS.ス タニ フ ォー ス
101!1311(士二)
【セ ヅシ ョ ンV】
13.ProtectingWorksofArtfromtheDamagingEffectsofLight
(美術 品 に 対 す る光 の 影 響)ナ シ 置ナ ル ギ ャラ リーD.サ ンダ ー ス
14.EnvironmentControlofNewly-builtMuseums
(新設 博物 館 内 の 環 境 制 御)東 京国`/1/文化 財 研 究 所 石 川 陸 郎
15.IndoorExhibitionClimateandConservationMeasures














































ア ジ ア文 化 財保 存 セ ミナ ー
‐CurrentProblemsontheConservationofStone‐
時 平 成2年11月9日 一15日
所 国 立 京 都 国 際 会 館
(金)開 会 式 お よび レセ プ シ ョン(於 上野 精 養 軒)
(月)国 外 参加 者 の 視察 ・見 学(京 都 ・奈 良)
一79一
事 業
ペ ラ サ ト ・ピ ン ・フ ァノ ム ・ワ ンに お け る石 の 劣 化
12.イン ドネ シア ・ボ ロブ ドー ル保 存 計 画 局HubertusSADIRIN
イ ン ドネ シア に おけ る石 造 文 化 財 の 保 存 の 問 題 点
13.奈良 国 立 文 化 財 研 究 所 沢 田 正 昭
日本 に お け る 石 造文 化 財 の 保 存(2)材料 と技 術
11月15日(木)
14.ラオ ス 文化 省 博 物 館 ・考 古 ・記念 物 局ThongsaSAYAVONGHAMDY
ワ ッ ト ・プ ー とそ の 修復 に おけ る諸 問題
15.マレー シ ア博 物 館 局考 古 室ADIHajiTaha
ケ ダ ー ・ブ ヤ ン谷 に お け る 石造 建 造 物 の保 存
16.スリラ ン カ考 古局NandaAmaraWICKRAMASINGHE
ス リ ラ ンカに おけ る古 い 記 念物 の保 存





場 所 東京国11.博物館資料館セ ミナー窒
主 題 文化財の保存 ・修復のための調査について 皿
一とくに有機文化財の試料採取を中心として一
昭和62年に同じテーマを取上げ,現状把掘のための闘査はどうあるべきか,調査方
法はどの様に改善されて来たかについて協議 し,成 果をLげ た。
て,試 料採取に関する問題を取上げた。




昭和女子大学教授 江 本 義 理
:1
「
一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 コ
染織文化財の分析


















































第2回 アジァ文化財保存修復協力センター(仮 称)設 置に関する調査研究会
日 時 平成3年1月31日(木)14～17時
場 所 別館会議室




の調査研究会として,外 部の専門家,文 化庁および東文研関係者が出席 し






氏 名 渡 航 先 目 的 期 間 備 考
鶴田 武良 中華人民共和国 民国美術学校及び美術教育資料
の調査
2.4.26^-5.13自己負担
馬淵 久夫 イ タ リア イ ク ロム財 政 ・事業計画委員
会,理 事会及び総会 出席
2.5.1^-5.15文部省




増田 勝彦 ス イ ス 紙製文化財償復研償の実施 2.7.25^-9.5スイス高等
教育基金
三濾 定俊 フランス,東 独
ベルギー他 簸 秀響辮 聡 雷
2.8.18^-9.11自己負担
新井 英夫 東 独,フ ランスベルギー他 羅糞星総 鵠欄
2.8,239.22自己負担
井手誠之輔 オ ランダ,西 独
フ ランス他
n一 ロッバ所在中国絵画の調査 2.9.14^-11.2科学研究費
濱田 隆 中華人民共和国 敦焔文化財の保有に関する日中
鏡騰 榊 こついて協鰍 び
2.10.19^-10.31外国旅費
三浦 定俊 " " " 科学研究費
西浦 忠輝 " " " "
最所 親志 " " " 外国旅費
増田 勝彦 イ タ リ7 紙製文化財償復研兜の実施 2.10.24^-11.8zネ ス コ
井上 一稔 大韓民国 金鋼仏展見学及び有仏側査 2.10.29^-11.2自己負担
長岡 龍作 " " " "
新井 英夫 ブラジル 6回国際ア レルギー,免 疫学曇議出席 2.11.1^-11.10
"
馬淵 久夫 イタ リ7 イ クロム財政 ・事巣計画委員会
出席
2.11.18^-11.24イ ク ロ ム
鶴田 武良 中華人民共和国 近代中国絵画研究 2.11.18^-11.27自己負担
関ロ 正之 ア メ リカ 在米日本絵圃彫刻の調査 2.12.4^-12.22古文化財
増田 勝彦 " 〃 " "
三宅 久雄 " 〃 " 〃




氏 名 渡 航 先 目 的 期 間 備 考
佐藤 道伯 " 日本 美術 関係 コレクシ ョンカタ
ログ収集
3.1.6^-1.22自己負担
三輪 嘉六 ア メ リ カ 日本 考古学 シ ンポジウム出席 3.1.9^-1.19ジ ヤパ ンS
ギ ャ ラ リ
鶴田 武良 台 湾 民国期絵画の調査 3.1.16^-1.19自己負担
馬淵 久夫 ア メ リ カ ス ミソニ7ン 研究機構 との共同
研究
3.2.12^-2.21科学研究費
三浦 定俊 " " 〃 "
平尾 良光 〃 " 3.2.12^-2.18"
西浦 忠輝 イン ドネシア ユネス コ主催 セ ミナーでの講演
及び石造遺跡 の保存状況調査
3.2.2T^-3.8ユ ネ ス コ
関口 正之 アメ リカ合衆国 在米日本美術品の調査 3.3.2^-3.22古文化財科
学研究会
三輪 嘉六 " " 〃 "
島尾 新 " 〃 〃 "
三宅 久雄 〃 11 3.3.2^-3.15 //
井上 一 稔 " " " 〃





馬淵 久夫 " 〃 3.3.11^-3.23科学研究費
増田 勝彦 " 〃 〃 "
西浦 忠輝 " 〃 " 外国旅費
川野邊 渉 〃 " 〃 //




昭和53年度より招へい研究員制度が設けられ,平 成2年 度は国外11名,国内1名 の
研究員を招へいし,下記のように共同研究が行われた。
国外招へい研究員
氏 名 国籍 役 職 招へい期聞 共同研究課口 研究代表者
モ ハ メ ド ・イ ブ













鐘 聖 祖 " 甘粛省文化庁文物
処畏
〃 " "
孫 儒 伺 " 謳 爵甕院保農
N 〃 "
孟 繁 新 " 〃 人 事処長 " " "
楊 林 " 謙 物肋理
" " "
向 暁 梅 " 辮質魁鱒 z.ia.zi^-3.3.5 駆 秤学燗 する "
郭 宏 〃 〃 〃 " " "
テ イ テ マ ワ ン




チ ャ リ シ ン ハ
シ リ
" ''" " " "
ワ ラン カ ナ エ
ム カ ウ
" ''" " " "
国内招へい研究員
氏 名 役 職 招 へ い 期 間 共同研究課題 研究代表 者









氏 名 国 籍 所 属 等
張 徳 勤 中華人民共和国 国家文物局長 他2名
銭 法 成 " 漸江省文化庁長 他2名
ジ ャ ン ・フ ラ ン ソ ワ
ジ ャ リー ジ ュ
フ ラン ス ギメ美術館長
凋 大 真 中華人民共和国 新彊自治区対外文化交流協会
副会長 他5名
戚 学 慧 " 文化部対外文化連絡局他24名
金 享 杢 韓 国 文化財管理局課長 他38名
柳 承 國 II ㈲東方文化研究院
李 午 悪 "
シ ュ リ ソ マ ス リラ ソカ
ダイバイ ヴ ェ トナ ム






日本 ・東洋古美術,日 本近代 ・現代美術,西 洋美術の全般にわたる研究書を中心
に,関連図書,各種叢書,辞典類など和漢書(40,068),洋書(4,059),計44,127冊の
ほか,各 都道府県市町村教育委員会編集の文化財関係報告書,焚 術関係雑誌,紀 要
類,売 立目録,展 覧会目録などを所蔵 し,所内及び所外の研究者の利用に供 している。
芸能関係図書
雅楽 ・寺事 ・能 ・歌舞伎 ・文楽 ・邦楽 ・民俗芸能 ・寄席rry;,その他わが国の伝統芸
能の研究に必要な図1:.冊 を所蔵する。演芸画報 ・歌卿伎新報(第1次)・ テアト
ロ(第1次)・ 新劇 ・1:力・民俗芸術 ・日本民俗 ・芸能復興 ・郷i研 究 ・旅と伝説な







美 術 関 係 芸 能 関 係 保存 科学 ・鯵復 技 術 関 係 計
和 漢 書 洋 書 和 漢 書 洋 書 和 漢 書 洋 書
2年 度 475冊 8冊 454冊 4冊 25冊 4冊 573冊






実物 よりの直接撮影を主に した写真資料の作成整理と,購入写真,複 写写真による
補足整備に加えて,印 刷物中の図版をもおさめるという方式で,当研究所設立当初よ
り一貫 して力を注いできた解真資料を有する。それらは日本東洋古美術,日 本近代 ・
現代美術,西 洋美術の全域にわた り,それぞれ絵画,書 蹟,彫刻,1二芸,建築等の諸
部門に及ぶ。特別大型のものから小型のものまで総数凡そ26万点,原 板保有量はほぼ
3分の1に あた り,別にマイクロ・フィルム255巻がある。写真資料のほか,拓本,作




多く備えている。 レコー ドには,毎年各社から発売される伝統芸能関係レコー ドのほ
か,昭 和35年度文部省機関研究費によって購入 した安原 コレクションレコー ド5,450
枚が含まれている。安原 コレクションは,明 治 ・大正 ・昭和三代にわたって発売され
た各種邦楽 レコードを網羅 したもので,近代における邦楽の実態と変遷を知る上で貴




区 分 レコ ー ド
録 音 テ ー プ シ ネ フ ィ ル ム ビ デ オ テ ー プ
アナ ログ
方 式
PCM方式 ・IIII 16mmsvHs方 式
iIIII
昭和63年度 34枚 39本 35本 0本 0本 8本
平成元年度 8枚 24本 54本 0本 0本 23本
平成2年度 0枚 14本 46本 0本 0本 12本 11本
総 数 7,118枚 2,852本 278本 198本 4本 237本 ll本
一87一
研究施設 ・設備
3.主 要 機器 ・設 備
美術部 ・情報資料部
名 称 使 用 目 的 備 考






赤外線テレビ関係設備 赤外繍照射による墨線の抽出。 下図 ・銘
文等の解胱。
浜松テレビ
ビ デ オ イ メ ー ジ ス
コー プ
内視鏡による彫刻作品等の内部観察。 オ リンパ ス
ロ ー カ ル エ リ ア ネ ッ




ガ マ ンバ ス)
画像処理装置 デ ィジ タルlllli像処理 技 術 に よ る多 角 的 画
像 分 析 。 画像 デ ー タベ ー ス の試 作 。
NEXUS6800シ
リ ーズ
光 デ ィス ク フ ァイ リ
ング シス テ ム
人 量 の 凋 膚 ・カー ド煩 の 一 括 管理 。 簡 易
画像 デ ー タベ ー ス の試 作 。
RIFILE
芸 能 部
名 称 使 川 日 的 備 考


















名 称 使 用 目 的 備 考
けい光X線分析装置 金属,顔 料,岩 石,土器などの化学組成
を非破壊的に測定する。理学電機製は可
搬型である。








原チ吸光分光装置 君 石,is,金 属 な どに 含 まれ る元 素 を
定 量 す る。




































































サ ン シ ャ イ ン ウ ェ








紫 外 線 フ ェー ドメー
タ




創立当時,1乏 して黒田家から寄則された ものは,油 絵125点,素描170点,写生帖
等であるが,そ の後燃田照'夫人,樺 山愛輔,川 中良氏等からの寄贈が加わった。収
蔵品の一Fなるものは,「智 ・感 ・情」 ・「花野」 ・「湖畔j・ 「赤髪の少女」 ・「もる
る日影」 ・ 「温室花壇」などである。
5.閲 覧 室




V1.関 係 法 規

























関 係 法 規
第116条の9国 立文化財研究所の名称及び位置は,次 の表に掲げるとおりとする。
































































に係る文献資料その他の資料(写 真資料を除 く)の 作成,収 集,整 理,保 管,公
表,閲 覧及び調査研究を行う。
3.写真資料研究室においては,第118条第1号 から第4号 までに掲げる各部の所掌
に係る写真資料の作成,収 集,整理,保 管,公 表,閲 覧及び調査研究を行 う。
(アジア文化財保存研究室の事務)
第122条の4ア ジア文化財保存研究室においては,ア ジアの文化財及びその保存に
関する資料収集並びに調査研究及びその41Wの公表を行う。
.,
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